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伊根町は、海や山と共に暮らしている集落がのこる貴重な町。現在も、自然の

厳しさと恵みの中で、暮らしを成り立たせ、人々は助け合って生きています。

NHKの朝ドラ「ええにょぼ」の舞台とにもなった伊根の舟屋で、お酒造りをし

ている向井酒造の長慶寺ご夫妻をご紹介します。

兵庫県出身の長慶寺健太郎さんは、向井酒造の長女である久仁子さんと結婚さ

れ、女性の杜氏として活躍されている久仁子さんと一緒に酒造りをしておられ

ます。

伊根町の、海に面する地域は、海の恩恵によって暮しが成り立っている方々が

多く、昔からお酒は切っても切れない大切な娯楽となっています。

久仁子さんは子供の頃から漁師という仕事にあこがれ、漁師さんを尊敬されて

います。憧れの漁師さんたちに自分の作ったお酒を飲んでもらえる事、繫がっ

ている事が嬉しいとおっしゃっていました。

女性の杜氏ということで、冬の仕込みの時期、「子供が生まれても大丈夫やろ

うと思っていたけど、大変でした。頼めるところは頼もうと気持ちを切り替え

ました。」 と、保育所を利用されたり、家族や友達に頼んだり、いろんな人たち

との関係の中で子供を育てながらの伊根での暮らしを築いて行こうとされてい

るように感じました。

与謝野郡伊根町
ヒアリング対象：長慶寺健太郎・久仁子さん家族 3人　　
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伊根町も過疎高齢化が進んでいます。久仁子さんとのお話が終わる頃、長男長

太郎君が保育所から帰ってきました。すると、ぞろぞろとご近所のお年寄りが

自然と集まってこられ、長太郎くんを囲んで、井戸端会議が始りました。（な

んてステキな光景！）

　

海の側で育った久仁子さんが、また伊根で暮らし始め、伊根で結婚、出産、子

育てできている事を本当に幸せだとおっしゃってました。伊根の海は今まで観

光で訪れたどんな海よりも一番素晴しい！みなさんに是非伊根の海を見て欲し

いと目を輝かせて話して下さった事が今も印象に残っています。
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